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このドキュメントの使用法

■ 概要 – ゾーンテクノロジについて説明します。
■ 対象読者 – システム管理者、技術者、および認定サービスプロバイダ。
■ 必要な知識 – ネットワーク構成とリソース割り当ての知識を含む、Oracle Solaris オ

ペレーティングシステムの経験。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=E62101-01 で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお聞かせください。
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Oracle Solaris ゾーンの概要

Oracle Solaris オペレーティングシステムの Oracle™ Solaris ゾーン機能では、システム
上にアプリケーションを実行するための隔離された環境が提供されます。

この章では、ゾーンの概要について説明し、次のトピックを扱います。

■ 9 ページの「ゾーン概念の概要」
■ 11 ページの「ゾーンを使用する場合」
■ 13 ページの「ゾーンのしくみ」
■ 14 ページの「大域ゾーンと非大域ゾーンの比較」
■ 16 ページの「非大域ゾーンによって提供される機能」
■ 17 ページの「ゾーンブランドの概要」
■ 22 ページの「ゾーン管理の概要」
■ 29 ページの「不変ゾーン」
■ 29 ページの「ライブゾーン再構成」
■ 30 ページの「ゾーンの変換について」
■ 30 ページの「ゾーンの移行について」
■ 31 ページの「このリリースの Oracle Solaris ゾーンについて」
■ 35 ページの「詳細情報」

ゾーンに関する包括的なドキュメントの一覧は、35 ページの「詳細情報」セク
ションに記載されています。

ゾーン概念の概要

Oracle Solaris ゾーンは、複数の物理マシンとサービスを単一のシステムで統合できる
ようにする仮想化テクノロジです。仮想化すると、ハードウェア、インフラストラク
チャー、および管理を共有することにより、コストを削減できます。次のような利点
があります。

■ ハードウェアの使用効率の向上
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ゾーン概念の概要

■ より柔軟なリソース割り当て
■ 電力要件の削減
■ 管理コストの低下
■ 保有コストの低減
■ システムのアプリケーション間の管理およびリソースの境界

Oracle Solaris ゾーン区分技術は、物理マシンとその Oracle Solaris オペレーティングシ
ステムのリソースを仮想的に分割し、複数のマシンとオペレーティングシステムをシ
ミュレートするために使用されます。ゾーン内に作成されるそれぞれのシステムは、
内部で実行されるプログラム専用です。ゾーンテクノロジは、隔離されたセキュアな
アプリケーション実行環境を提供するために使用されます。

Oracle Solaris ゾーンには主に 2 つのタイプのゾーンがあり、各ゾーンには、ゾーンの
オペレーティングシステムが動作する方法およびゾーンを使用できる方法を制御する
属性があります。マシン上で直接実行されているオペレーティングシステムのインス
タンスは、大域ゾーンと呼ばれます。大域ゾーンの内部で実行される仮想システムの
インスタンスは、非大域ゾーン、または単にゾーンと呼ばれます。

カーネルゾーンは、大域ゾーンから分離したカーネルとオペレーティングシステムが
実行される非大域ゾーンです。1 つのカーネルゾーンへの個別のカーネルおよび OS
のインストールにより、オペレーティングシステムのインスタンスとアプリケーショ
ンの独立性が高まり、セキュリティーが強化されます。Oracle Solaris カーネルゾーン
は、ホストシステムのものとは異なる Oracle Solaris リリース、サポートリポジトリ
の更新 (SRU)、またはカーネルバージョンを実行できます。カーネルゾーンの Oracle
Solaris リリースは、Oracle Solaris 11.2 以上である必要があります。

すべてのゾーンに、それぞれ関連するブランドが構成されます。ブランドは、ゾーン
のインストール時およびブート時の動作を決定するために使用されます。また、ゾー
ンのブランドにより、アプリケーションの起動時に正しいアプリケーションタイプが
識別されます。デフォルトのブランドは solaris です。カーネルゾーンのブランドは
solaris-kz です。Oracle Solaris 10 を実行しているゾーンのブランドは solaris10 で
す。

ゾーンを作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、シス
テムのほかの部分から隔離されます。この分離を行うことで、1 つのゾーン内で稼働
しているプロセスがほかのゾーンで稼働しているプロセスをモニタリングしたりそれ
らのプロセスに影響を及ぼしたりすることが防止されます。root 資格で実行されてい
るプロセスであっても、ほかのゾーンの活動を表示したり影響を与えたりすることは
できません。ハードウェアリソースを同時に共有しながら、1 サーバーあたりに 1 つ
のアプリケーションという配備モデルを維持するには、Oracle Solaris ゾーンを使用し
ます。

ゾーンは、アプリケーションが配備されたシステムの物理属性からアプリケーション
を分離する抽象レイヤーも提供します。このような属性の例として、物理デバイスパ
スがあります。
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ゾーンを使用する場合

ゾーンは、Oracle Solaris 10 または Oracle Solaris 11 リリースを実行している任意のシ
ステムで使用できます。システム上での solaris ゾーンおよび solaris10 ゾーンの
数の上限は 8192 です。1 つのシステムで効率的にホストできるゾーン数は、すべて
のゾーンで実行されるアプリケーションソフトウェアに必要な総リソース量、およ
びそのシステムのサイズによって決まります。ゾーンのシステム要件の概念について
は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 1 章, 「非大域ゾーンの計画および構
成方法」で説明しています。

Oracle Solaris カーネルゾーンのシステム要件の概念については、『Oracle Solaris カー
ネルゾーンの作成と使用』 の 「Oracle Solaris カーネルゾーンのハードウェアおよびソ
フトウェア要件」で説明しています。

ゾーンを使用する場合

ゾーンは、多くのアプリケーションを 1 台のサーバー上で統合できる環境で使用する
ともっとも高い効果を発揮します。多数の物理マシンの管理は複雑でコストがかかる
ため、より大規模で拡張性の高いサーバーにアプリケーションを統合することが望ま
れます。

次の図は、本番環境でアプリケーションを実行するネイティブゾーンと、異なる SRU
を実行するカーネルゾーンのための個別の実行環境を作成する複数のゾーンを示して
います。別のネイティブゾーンがアプリケーションの開発用に使用されます。別の
ゾーンでは、Oracle Solaris 10 のレガシーバージョンを実行するための環境が維持さ
れています。すべてのゾーンは、Oracle Solaris 11 の大域ゾーンを実行している同一の
サーバー上で実行されます。
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ゾーンを使用する場合

図   1 ゾーンによるサーバー統合の例
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ゾーンのしくみ

ゾーンを使用すると、システムのリソースをより効率的に利用できます。リソースの
動的再割り当てにより、使用されていないリソースを必要に応じてほかのゾーンに
移動できます。障害およびセキュリティーの隔離により、動作状態の悪いアプリケー
ションのために使用効率の低い専用のシステムを用意する必要がなくなります。ゾー
ンを使用すると、このようなアプリケーションをほかのアプリケーションと統合でき
ます。

ゾーンを使用すると、総合的なシステムセキュリティーを維持しながら、管理機能の
一部を委譲できます。

ゾーンのしくみ

ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用することなく、1 つ以上のアプリ
ケーションを実行できます。ゾーンは、ソフトウェアで定義される柔軟な境界を使用
して、ソフトウェアアプリケーションやサービスを隔離します。これにより、Oracle
Solaris オペレーティングシステムの同じ 1 つのインスタンス内で実行される複数のア
プリケーションを互いに独立して管理できます。したがって、同じアプリケーション
のさまざまなバージョンをそれぞれ異なるゾーンで実行でき、構成の要件を満たすこ
とができます。

ゾーンに割り当てられたプロセスは、同じゾーンに割り当てられたほかのプロセスを
操作、モニターしたり、これらのプロセスと直接通信したりできます。システムのほ
かのゾーンに割り当てられたプロセスや、ゾーンに割り当てられていないプロセスに
対しては、このような機能は実行できません。異なるゾーンに割り当てられたプロセ
スどうしでは、ネットワーク API を介した通信のみ可能です。

ゾーンが独自の排他的 IP インスタンスを持っているのか、IP 層の構成と状態を大域
ゾーンと共有しているのかに応じて、IP ネットワーク接続を 2 通りの方法で構成でき
ます。排他的 IP がデフォルトのタイプです。ゾーンの IP タイプの詳細は、『Oracle
Solaris ゾーン構成リソース』 の 「ゾーンネットワークインタフェース」を参照し
てください。ゾーン構成情報については、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の
「ゾーンの構成方法」を参照してください。

Oracle Solaris システムごとに 1 つの大域ゾーンがあります。大域ゾーンは 2 つの機能
を持っています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであり、システム
全体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーン (単に「ゾーン」と呼ば
れる) が、大域管理者またはゾーンのセキュリティープロファイルを持つユーザーに
よって作成されていない場合、すべてのプロセスが大域ゾーンで実行されます。

非大域ゾーンの構成、インストール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーン
からのみ行うことができます。システムハードウェアからブートできるのは、大域
ゾーンだけです。物理デバイス、共有 IP ゾーンでのルーティング、動的再構成 (DR)
といったシステムインフラストラクチャーの管理は、物理システムで実行されている
大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプロセスは、適切な
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大域ゾーンと非大域ゾーンの比較

権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブジェクトにもアク
セスできます。

場合によっては、非大域ゾーンの特権付きプロセスには許可されていない操作を、大
域ゾーンの特権のないプロセスが実行できることもあります。たとえば、大域ゾーン
のユーザーは、システムのすべてのプロセスに関する情報を表示できます。この機能
がサイトで問題になる場合は、大域ゾーンへのアクセスを制限します。

大域ゾーンも含め、各ゾーンにはゾーン名が割り当てられます。大域ゾーンの名前は
常に global となります。各ゾーンには、一意の数値 ID も与えられます。これは、
ゾーンのブート時にシステムによって割り当てられます。大域ゾーンは常に ID 0 に
マップされます。zlogin をカーネルゾーンに対して実行した場合、これは仮想大域
ゾーンであるため、ID 0 を持つことも報告されます。ゾーン名と数値 ID について
は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 「ゾーンの構成方法」を参照してくださ
い。

各ゾーンには、ノード名も割り当てられます。これは、ゾーン名とは完全に独
立した名前です。ノード名は、ゾーンの管理者によって割り当てられます。詳細
は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 「非大域ゾーンのノード名」を参照して
ください。

各ゾーンには、ルートディレクトリのパスが設定されます。これは、大域ゾーンの
ルートディレクトリに対する相対パスです。詳細は、『Oracle Solaris ゾーン構成リ
ソース』 の 「zonecfg コマンドの使用について」を参照してください。

デフォルトでは、非大域ゾーンのスケジューリングクラスは、システムのスケジュー
リングクラスと同じに設定されます。ゾーンのスケジューリングクラスを設定するた
めに使用する方法については、『Oracle Solaris ゾーン構成リソース』 の 「スケジュー
リングクラス」を参照してください。

ブロック型デバイスのマルチパスは、scsi_vhci(7D) によって処理されます。構成用
に選択する lu: storage URI の形式によって、構成の使用方法が決まります。マル
チパスでの lu: URI の使用の詳細は、suri(5) のマニュアルページを参照してくださ
い。

大域ゾーンと非大域ゾーンの比較
次の表は、大域ゾーンと非大域ゾーンのオペレーティングシステム特性と、カーネル
ゾーンである非大域ゾーンの相違点をまとめたものです。

表 1 ゾーンの特性の比較

特性 大域ゾーン 非大域ゾーン カーネルゾーン

ID システムによって ID 0
が割り当てられます

ゾーンのブート時にシス
テムによってゾーン ID
が割り当てられます

ゾーンのブート時にシス
テムによってゾーン ID
が割り当てられます
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大域ゾーンと非大域ゾーンの比較

特性 大域ゾーン 非大域ゾーン カーネルゾーン

カーネルステータス システムでブートでき、
実行される Oracle Solaris
カーネルのメインインス
タンスを提供します

大域ゾーンからブートさ
れる Oracle Solaris カー
ネルの下で処理を共有し
ます

独自のカーネルを提供し
ます

OS パッケージ Oracle Solaris システムソ
フトウェアパッケージの
完全なインストールが含
まれています

完全な Oracle Solaris オ
ペレーティングシステム
ソフトウェアパッケージ
のインストール済みのサ
ブセットが含まれていま
す

Oracle Solaris システムソ
フトウェアパッケージの
完全なインストールが含
まれています

許可される追加のソフト
ウェア

追加のソフトウェアパッ
ケージや、パッケージ
を通じてインストールさ
れない追加のソフトウェ
ア、ディレクトリ、ファ
イル、その他のデータが
含まれている場合もあり
ます

追加のソフトウェア、
ディレクトリ、ファイ
ル、およびパッケージに
よってインストールされ
ない、非大域ゾーンで作
成されたその他のデータ
を含めることができます

追加のインストール済み
ソフトウェアパッケージ
を含めることができます

一部の機能を提供するた
めに、大域ゾーンにソフ
トウェアをインストール
することが必要な場合も
あります。

追加のソフトウェア、
ディレクトリ、ファイ
ル、およびパッケージに
よってインストールされ
ない、非大域ゾーンで作
成されたその他のデータ
を含めることができます

追加のインストール済み
ソフトウェアパッケージ
を含めることができます

製品データベース 大域ゾーンにインストー
ルされているすべてのソ
フトウェアコンポーネン
トに関する情報を格納し
た、一貫性のある完全な
製品データベースを提供
します

非大域ゾーンにインス
トールされているすべて
のソフトウェアコンポー
ネントに関する情報を格
納した、一貫性のある完
全な製品データベースを
保持します

カーネルゾーンにインス
トールされているすべて
のソフトウェアコンポー
ネントに関する情報を格
納した、一貫性のある完
全な製品データベースを
保持します

構成情報へのアクセス 大域ゾーンのホスト名や
ファイルシステムテーブ
ルなど、大域ゾーンのみ
に固有の構成情報を保持
します

非大域ゾーンのホスト名
やファイルシステムテー
ブルなど、その非大域
ゾーンのみに固有の構成
情報を保持します

カーネルゾーンのホス
ト名やファイルシステム
テーブルなど、そのカー
ネルゾーンのみに固有の
構成情報を保持します

デバイスおよびファイル
システムの認識

すべてのデバイスとすべ
てのファイルシステムが
認識される、唯一のゾー
ンです

それ独自のファイルシス
テムのみ認識します

一部のデバイスを認識し
ますが大域ゾーンのファ
イルシステムは認識しま
せん

システムのほかのゾーン
の認識

非大域ゾーンの存在と構
成が認識される、唯一の
ゾーンです

ほかのゾーンの存在を認
識できません

ほかのゾーンの存在を認
識できません

ゾーンのインストールと
管理機能

非大域ゾーンの構成、イ
ンストール、管理、また
はアンインストールを行
うことができる、唯一の
ゾーンです

ホストしている大域ゾー
ンでゾーンをインストー
ル、管理、またはアンイ
ンストールできません。

ホストしている大域ゾー
ンでゾーンをインストー
ル、管理、またはアンイ
ンストールできません。
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非大域ゾーンによって提供される機能

特性 大域ゾーン 非大域ゾーン カーネルゾーン
大域ゾーンとして機能で
き、非大域ゾーンを含む
ことができます。

タイムゾーン情報 非大域ゾーンによって使
用される必要がない独自
のタイムゾーンを持ちま
す

大域ゾーンとは異なる独
自のタイムゾーン設定を
持つことができます

大域ゾーンとは異なる独
自のタイムゾーン設定を
持つことができます

変更不可の読み取り専用
機能

ルートへの読み取り専用
アクセスを持つ不変ゾー
ンとして構成できます

ルートへの読み取り専用
アクセスを持つ不変ゾー
ンとして構成できます

ルートへの読み取り専用
アクセスを持つ不変ゾー
ンとして構成できます

非大域ゾーンによって提供される機能
非大域ゾーンは、次の機能を提供します。

セキュリティー

大域ゾーン以外のゾーンにプロセスを配置したあとは、そのプロセス自体やその
プロセスの子がゾーンを変更することはできません。
ネットワークサービスをゾーンで実行できます。ネットワークサービスをゾーン
で実行すると、セキュリティー違反が発生した場合の損害を抑えることができま
す。ゾーン内で実行されているソフトウェアのセキュリティー欠陥を侵入者が悪
用できた場合でも、そのゾーン内で可能な一連の操作しか実行できません。ゾー
ン内で使用できる特権は、システム全体で使用できる特権の一部のみです。

隔離

複数のアプリケーションが異なる信頼ドメインで動作する場合や、大域リソース
への排他的アクセスを必要とする場合、または、大域の構成を使用すると問題を
示すような場合でも、ゾーンを使用することでこれらのアプリケーションを同じ
システム上に配備できます。アプリケーションが互いのネットワークトラフィッ
ク、ファイルシステムデータ、プロセスの活動などをモニタリングしたり妨害し
たりすることもできなくなります。

ネットワーク隔離

デフォルトでは、ゾーンは排他的 IP タイプとして構成されます。ゾーンは IP 層
で大域ゾーンから分離され、かつ相互に分離されます。この分離は、運用上とセ
キュリティー上の両方の理由で有用です。ゾーンは、専用の LAN または VLAN
を使用して異なるサブネット上で通信する必要があるアプリケーションを統合す
るために使用できます。ゾーンごとに独自の IP 層のセキュリティー規則を定義す
ることもできます。

仮想化

ゾーンによって提供される仮想環境では、物理デバイスやシステムのプライマリ
IP アドレスとホスト名などの詳細をアプリケーションから隠すことができます。
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ゾーンブランドの概要

同じアプリケーション環境を、物理的に異なるマシンで維持管理することもでき
ます。仮想化された環境では、各ゾーンを個別に管理できます。非大域ゾーンで
ゾーン管理者によって行われる操作は、システムのほかの部分に影響を与えませ
ん。

隔離単位

ゾーンを使用すると、ほぼどのような単位にも細かく隔離できます。詳細
は、27 ページの「非大域ゾーンの隔離」を参照してください。

環境

セキュリティーや隔離の目標を達成するために必要な場合を除き、アプリケー
ションの実行される環境がゾーンによって変更されることはありません。ゾーン
を使用するために、新しい API や ABI にアプリケーションを移植する必要はあり
ません。代わりに、ゾーンでは Oracle Solaris の標準インタフェースとアプリケー
ション環境が提供されます。ただし、いくつかの制限があります。これらの制限
は主に、特権付き操作を実行しようとするアプリケーションに影響を与えます。
大域ゾーンで実行されるアプリケーションは、追加のゾーンが構成されたかどう
かにかかわらず、変更なしで実行できます。

ゾーンブランドの概要

このセクションでは、このリリースで使用可能なブランドのタイプについて説明し、
それらの機能を比較して、ブランドの作成を可能にする BrandZ テクノロジについて
説明します。

■ 17 ページの「ネイティブ Oracle Solaris ゾーン」
■ 18 ページの「Oracle Solaris カーネルゾーン」
■ 19 ページの「Oracle Solaris 10 ゾーン」
■ 19 ページの「ゾーンブランドの比較」
■ 20 ページの「ブランドゾーンフレームワークについて」

ネイティブ Oracle Solaris ゾーン

Oracle Solaris ゾーン機能は、アプリケーションの完全な実行時環境です。デフォルト
の solaris ブランドゾーンはネイティブゾーンとも呼ばれます。ネイティブゾーン
は、ツール zonecfg、zoneadm、および zlogin を使用して大域ゾーンから管理され
ます。

ゾーンは、アプリケーションからプラットフォームリソースへの仮想マッピングを提
供します。ゾーンを使用すると、Oracle Solaris オペレーティングシステムの単一のイ
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ゾーンブランドの概要

ンスタンスを複数のゾーンで共有しているにもかかわらず、アプリケーションコン
ポーネントを互いに隔離できます。ゾーンは、リソース管理コンポーネントを使用し
て、アプリケーションが利用可能なシステムリソースをどのように使用するかを制御
します。リソース管理機能の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのリソースの管理』を参
照してください。

ゾーンは、CPU などのリソースの消費量に制限を設けます。ゾーン内で実行される
アプリケーションの処理要件の変化に応じて、これらの制限を拡張することもできま
す。

ネイティブの solaris ゾーンにほかのゾーンを含めることはできません。

追加の隔離として、不変ゾーンと呼ばれる読み取り専用ルートを保持するゾーンを構
成できます。詳細については、このドキュメントで後述する 29 ページの「不変
ゾーン」を参照してください。

Oracle Solaris カーネルゾーン

Oracle Solaris カーネルゾーン機能は、ゾーン内の完全なカーネルおよびユーザー
環境を提供し、さらにホストシステムとゾーンの間でカーネルの分離を強化し
ます。ブランド名は solaris-kz です。カーネルゾーンは、既存のツールである
zonecfg、zoneadm、および zlogin を使用して大域ゾーンから管理されます。カー
ネルゾーンの管理者は、デフォルトの solaris ゾーンの管理者より柔軟にゾーンを構
成および管理できます。たとえば、大域ゾーンにインストールされているパッケージ
に制限されることなく、カーネルバージョンを含め、ゾーンのインストール済みパッ
ケージを完全に更新および変更できます。ゾーン専用ストレージの管理、ZFS プール
の作成と破棄、および iSCSI と CIFS の構成を行うことができます。solaris および
solaris10 ゾーンをカーネルゾーンにインストールできます。

solaris-kz インストールは大域ゾーンのインストールから独立しており、pkg(5)
でリンクされたイメージではなく、大域ゾーンの内容に関係なく、変更できま
す。solaris-kz ゾーンは、大域ゾーンから直接、またはブートメディアを使用し
て、ほかのブランドと同じ方法でインストールできます。

インストールのマニフェストを指定する場合、大域ゾーンのインストールに適したマ
ニフェストを使用してください。カーネルゾーンは常にルートプールの既知の場所
にインストールされるため、インストールターゲットディスクを指定しないでくださ
い。

ブート環境 (BE) 管理は大域ゾーンから独立しています。

カーネルゾーンでは、一時停止および再開を使用したライブ移行とウォーム移行がサ
ポートされます。カーネルゾーンを移行するには、ソースシステムのゾーンを中断し
て、ターゲットシステムでそのゾーンを再開します。これらのゾーンは、コールド移
行もサポートします。
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ゾーンブランドの概要

Oracle Solaris カーネルゾーンを使用するには、パッケージ brand-solaris-kz を
システムにインストールする必要があります。システムでカーネルゾーンがサポー
トされるかどうかを判別するには、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』
の 「Oracle Solaris カーネルゾーンのハードウェアおよびソフトウェア要件」を参照
してください。システムで virtinfo コマンドを実行することもできます。Oracle
Solaris カーネルゾーンの詳細は、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』およ
び solaris-kz(5) のマニュアルページを参照してください。virtinfo コマンドの詳
細は、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』 の 「システムでサポートできる
カーネルゾーンを確認する方法」および virtinfo(1M) のマニュアルページを参照し
てください。

Oracle Solaris 10 ゾーン
Oracle Solaris 10 ゾーンは、solaris10 ブランド非大域ゾーンとも呼ばれ、BrandZ テ
クノロジを使用して Oracle Solaris 11 オペレーティングシステム上で Oracle Solaris 10
アプリケーションを実行します。アプリケーションは、非大域ゾーンによって提供さ
れる安全な環境内で、変更されることなく実行されます。これにより、Oracle Solaris
10 システムを使用してアプリケーションの開発、テスト、および配備を行うことがで
きます。これらのブランドゾーン内で実行される作業負荷は、カーネルに加えられた
機能拡張を利用して、Oracle Solaris 11 リリース上でのみ利用できる一部の革新的技術
を使用できます。これらのゾーンは、Oracle Solaris 10 システムを Oracle Solaris 11 上
のゾーンに変換するために使用します。solaris10 ブランドゾーンを NFS サーバーに
することはできません。

Oracle Solaris 10 ゾーンにほかのゾーンを含めることはできません。

詳細は、『Oracle Solaris 10 ゾーンの作成と使用』を参照してください。

ゾーンブランドの比較
solaris-kz ブランドゾーンと solaris および solaris10 ブランドゾーンの相違点を
次に示します。

表 2 Oracle Solaris ゾーンブランド機能の比較

コンポーネント solaris-kz ブランド solaris および solaris10 ブランド

サポートするハー
ドウェア

指定されたハードウェアでサポートされて
います。『Oracle Solaris カーネルゾーンの
作成と使用』 の 「Oracle Solaris カーネル
ゾーンのハードウェアおよびソフトウェア
要件」を参照してください。

Oracle Solaris 11.3 リリースをサポート
するすべてのシステムでサポートされ
ます。

メモリー管理 一定量の物理 RAM を solaris-kz 仮想プ
ラットフォームに割り当てる必要がありま
す。

大域ゾーンに割り当てられた物理
RAM を共有できます。
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ゾーンブランドの概要

コンポーネント solaris-kz ブランド solaris および solaris10 ブランド

カーネルのバー
ジョン

カーネルゾーンは、ホストとは異なるカー
ネルバージョンまたは SRU レベルを実行で
きます。

カーネルバージョンは、大域ゾーンの
バージョンと同じである必要がありま
す。

ストレージおよび
デバイスの管理

すべてのストレージアクセスを実行しま
す。カーネルゾーンでは zpool または
rootzpool リソースはサポートされませ
ん。

fs、zpool、および dataset zonecfg
リソースを使用すると、ファイルシス
テムレベルでストレージを使用可能に
できます。

ネットワーク処理 排他的 IP ゾーンのみがサポートされます。 排他的 IP ゾーンと共有 IP ゾーンがサ
ポートされます。

移行 ライブ移行、ウォーム移行、およびコール
ド移行をサポートします。

コールド移行をサポートします。

ブランドゾーンフレームワークについて

システム上の非大域ゾーンは、デフォルトでは大域ゾーンと同じオペレーティングシ
ステムソフトウェアを実行します。Oracle Solaris オペレーティングシステムのブラン
ドゾーン (BrandZ) 機能は、Oracle Solaris ゾーンの単純な拡張です。BrandZ フレーム
ワークは、大域ゾーンのオペレーティング環境とは異なるオペレーティング環境を
含む非大域ブランドゾーンを作成するために使用します。ブランドゾーンは、Oracle
Solaris オペレーティングシステムでアプリケーションを実行するために使用します。
BrandZ フレームワークは、さまざまな方法で Oracle Solaris ゾーンインフラストラク
チャーを拡張します。これらの拡張には、ゾーン内で異なるオペレーティングシステ
ム環境を実行するための機能を提供するような複雑なものもあれば、新しい機能を提
供するために基本のゾーンコマンドを拡張するような簡単なものもあります。たとえ
ば、Oracle Solaris 10 ゾーンは、Oracle Solaris 10 オペレーティングシステムをエミュ
レートできるブランド非大域ゾーンです。大域ゾーンと同じオペレーティングシステ
ムを共有するデフォルトのゾーンの場合も、brand を使用して構成します。

ブランドは、ゾーンにインストールできるオペレーティング環境を定義し、ゾーンに
インストールされたソフトウェアが正しく機能するようにゾーン内でのシステムの動
作方法を決定します。また、ゾーンのブランドにより、アプリケーションの起動時に
正しいアプリケーションタイプが識別されます。すべてのブランドゾーンの管理は、
標準のゾーン構造に対する拡張を通して実行されます。管理手順のほとんどはすべて
のゾーンで同一です。

定義済みのファイルシステムや特権などの、デフォルトで構成に含まれているリソー
スについては、35 ページの「詳細情報」で参照されているゾーンブランドについ
てのドキュメントで説明されています。

BrandZ はゾーンのツールを次のように拡張します。

■ zonecfg コマンドを使用して、ゾーンの構成時にゾーンのブランドタイプを設定
します。
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■ zoneadm コマンドを使用して、ゾーンのブランドタイプの報告とゾーンの管理を
行います。

ラベルが有効にされている Oracle Solaris Trusted Extensions システムにはブランドゾー
ンを構成およびインストールできますが、ブートされるブランドが認証されたシステ
ム構成上のラベル付きブランドでないかぎり、このシステム構成ではブランドゾーンを
ブートできません。

構成済み状態にあるゾーンのブランドは変更できます。ブランドゾーンのインストー
ルが完了したあとは、そのブランドの変更や削除を行うことはできません。

注意 - 既存の Oracle Solaris 10 システムを Oracle Solaris 11 リリースが稼働するシステ
ム上の solaris10 ブランドゾーンに移行することを計画している場合は、最初に既存
のゾーンをすべてターゲットシステムに移行する必要があります。solaris10 ゾーン
は入れ子にならないため、システムの移行処理は既存のゾーンをすべて使用不可にし
ます。詳細は、『Oracle Solaris 10 ゾーンの作成と使用』 の 第 3 章, 「Oracle Solaris 10
ゾーンへの Oracle Solaris 10 ネイティブ非大域ゾーンの移行」を参照してください。

ブランドゾーンで実行中のプロセス

ブランドゾーンでは、ブランドゾーンで実行中のプロセスだけに適用される一連の介
入ポイントがカーネル内に用意されています。

■ これらのポイントは、syscall パス、プロセスローディングパス、スレッド作成
パスなどのパス内に見つかります。

■ これらの各ポイントで、ブランドは Oracle Solaris の標準的な動作を補完したり置
き換えたりすることができます。

ブランドは librtld_db のプラグインライブラリを提供することもできます。デバッ
ガ (mdb(1) に記載) や DTrace (dtrace(1M) に記載) といった Oracle Solaris のツールは、
このプラグインライブラリを使用することによって、ブランドゾーン内で実行中のプ
ロセスのシンボル情報にアクセスできます。

ゾーンでは、静的にリンクされたバイナリはサポートされません。

関連する Oracle Solaris 製品でのゾーンブランド

このセクションでは、ほかの Oracle Solaris ファミリ製品で使用される Oracle Solaris
ゾーンについて説明します。
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ゾーン管理の概要

Oracle Solaris Trusted Extensions システム上での Oracle
Solaris ゾーン

Oracle Solaris Trusted Extensions では labeled と呼ばれるゾーンブランドを使用しま
す。

Oracle Solaris Trusted Extensions システム上でゾーンを使用する方法について
は、『Trusted Extensions 構成と管理』 の 第 13 章, 「Trusted Extensions でのゾーンの管
理」を参照してください。Oracle Solaris Trusted Extensions システムでは labeled ブラ
ンドしかブートできないことに注意してください。

Oracle Solaris クラスタのゾーンクラスタ

ゾーンクラスタは、Oracle Solaris クラスタソフトウェアの 1 つの機能です。ゾーンク
ラスタとは、ゾーンクラスタのノードとして機能する非大域ゾーンのグループです。1
つの非大域ゾーンはゾーンクラスタで構成される各グローバルクラスタノード上に作
成されます。ゾーンクラスタのノードは solaris ブランドまたは solaris10 ブラン
ドのいずれかにし、クラスタ属性を使用できます。クラスタが Oracle Solaris Trusted
Extensions を使用している場合は、labeled 以外のブランドタイプは許可されませ
ん。ゾーンによって提供される隔離を使用して、グローバルクラスタ上と同様に、サ
ポートされるサービスをゾーンクラスタ上で実行できます。詳細は、『Oracle Solaris
Cluster 4.3 システム管理』を参照してください。

ゾーン管理の概要

このセクションでは、非大域ゾーンのゾーン管理情報の概要について説明します。

非大域ゾーンの作成のしくみ

非大域ゾーンの構成とインストールは、自動インストール (AI) のクライアントイン
ストールの一環として指定できます。詳細については、『Oracle Solaris 11.3 システ
ムのインストール』を参照してください。Oracle Solaris カーネルゾーンは主に、直接
インストール方法を使用して作成されます。カーネルゾーンの作成方法は、『Oracle
Solaris カーネルゾーンの作成と使用』 の 「カーネルゾーンのインストール」に記載
されています。

Oracle Solaris システム上にゾーンを作成する場合、大域管理者は zonecfg コマンドを
使用して、ゾーンの仮想プラットフォームとアプリケーション環境に対して各種パラ
メータを指定することによってゾーンを構成します。次に、大域管理者がゾーンをイ
ンストールします。大域管理者は、ゾーン管理コマンド zoneadm を使用して、ゾーン
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ゾーン管理の概要

に対応するファイルシステム階層にソフトウェアをパッケージレベルでインストール
します。ゾーンをブートするには、zoneadm コマンドを使用します。次に、大域管理
者または承認されたユーザーは、zlogin コマンドを使用してインストールされたゾー
ンにログインできます。役割によるアクセス制御 (RBAC) を使用中の場合、ゾーン管
理者は solaris.zone.manage/zonename の承認を持っている必要があります。

ゾーン構成については、『Oracle Solaris ゾーン構成リソース』 の 第 1 章, 「非大域
ゾーンの構成」を参照してください。ゾーンのインストールについては、『Oracle
Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 2 章, 「非大域ゾーンのインストール、停止処理、
停止、アンインストール、クローニングについて」を参照してください。ゾーンのロ
グインについては、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 4 章, 「非大域ゾーン
へのログインについて」を参照してください。

Oracle Solaris カーネルゾーンを構成およびインストールするには、『Oracle Solaris
カーネルゾーンの作成と使用』を参照してください。

非大域ゾーンの管理のしくみ

大域管理者は、スーパーユーザー特権または同等の管理権利を持ちます。大域ゾーン
にログインすると、大域管理者はシステム全体をモニターしたり制御したりできま
す。

非大域ゾーンは「ゾーン管理者」が管理できます。『Oracle Solaris ゾーン構成リソー
ス』 の 「admin リソース」で説明されているように、大域管理者は、必要な権限を
ゾーン管理者に割り当てます。ゾーン管理者の特権は、特定の非大域ゾーンのみに制
限されます。

非大域ゾーンの状態モデル

非大域ゾーンの状態は、次の 7 つのいずれかになります。

構成済み ゾーンの構成は完了し、安定した記憶領域に確定されています。
ただし、ゾーンのアプリケーション環境の要素のうち、最初の
ブート後に指定する必要のあるものは、まだ含まれていません。

不完全 インストール処理やアンインストール処理の途中は、zoneadm に
よってターゲットゾーンの状態が「不完全」に設定されます。処
理が正常に完了すると、適切な状態に設定されます。
損傷を受けたインストール済みゾーンには、zoneadm の mark サ
ブコマンドを使用して、不完全のマークを付けることができま
す。不完全な状態のゾーンは、zoneadm list -iv の出力に表示さ
れます。
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ゾーン管理の概要

使用不可 ゾーンがインストールされているが、ゾーンを検証、準備、ブー
ト、または移動できないことを示します。ゾーンは次の時点で使
用不可状態になります。
■ ゾーンのストレージが使用できず、svc:/system/zones:

default が起動したとき (システムのブート中など)
■ ゾーンのストレージが使用できないとき
■ アーカイブの抽出に成功したあとでアーカイブベースのインス

トールが失敗したとき
■ ゾーンのソフトウェアと大域ゾーンのソフトウェアに互換性が

ないとき (不適切な -F (強制的) 接続のあとなど)

インストール済み ゾーンの構成はシステム上でインスタンス化されていま
す。zoneadm コマンドは、指定した Oracle Solaris システム上で、
この構成を正常に使用できることを確認するために使用します。
パッケージはゾーンのルートパスにインストールされます。この
状態では、ゾーンに関連付けられた仮想プラットフォームはあり
ません。

準備完了 ゾーンの仮想プラットフォームが確立されています。カーネルに
より zsched プロセスが作成され、ネットワークインタフェース
が設定されてゾーンで使用可能になり、ファイルシステムがマウ
ントされ、デバイスの構成が完了しています。システムにより、
一意のゾーン ID が割り当てられます。この状態では、ゾーンに
関連付けられたプロセスは起動されていません。

稼働 ゾーンのアプリケーション環境に関連付けられたユーザープロセ
スが稼働状態です。アプリケーション環境に関連付けられた最初
のユーザープロセス (init) が作成されるとすぐに、ゾーンの状態
は「稼働」になります。

停止処理中およ
び停止

これらは、ゾーンの停止処理の間に見られる遷移状態です。ただ
し、なんらかの理由でゾーンを停止処理できない場合は、ゾーン
がどちらかの状態で停止します。

zoneadm コマンドを使用してこれらの状態間の遷移を開始する方法は、『Oracle
Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 3 章, 「非大域ゾーンのインストール、ブート、停
止処理、停止、アンインストール、およびクローニング」および zoneadm(1M) のマ
ニュアルページに記載されています。

カーネルゾーンの補助状態

すべての非大域ゾーンに使用可能な状態に加え、Oracle Solaris カーネルゾーンには、
現在のゾーン状態に関する追加情報をホストシステムに提供する補助状態がありま
す。補助状態は、移行、デバッグ、およびカーネルの保守操作中に設定されます。
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中断中 zoneadm suspend コマンドを使用してカーネルゾーンが一時停止
されると、ゾーンは中断中補助状態を持つインストール済み状態
になります。ウォーム移行の場合、zoneadm detach は、ソースシ
ステムで中断中補助状態をクリアします。ターゲットシステムの
zoneadm attach コマンドは、ゾーンを構成済み状態から中断中
補助状態があるインストール済み状態にします。ゾーンは次回の
ブート時に再開されます。

デバッグ ゾーンはカーネルデバッガ kmdb 内にあります。ゾーンは実行さ
れていますが、ネットワーク処理などの外部イベントに応答でき
ません。zlogin コマンドはこの状態をチェックし、この状態がク
リアされるまで待機してから zlogin セッションを開始します。

パニック発生 ゾーンがパニック状態になっています。ゾーンは、停止またはリ
ブートされるまで外部イベントに応答できません。この状態の
ゾーンにログインするには、コンソールログインを使用する必要
があります。

移行元 ゾーンは実行中であり、別のホストシステムにライブ移行されて
います。

移行先 ゾーンはターゲットホストでブートされており、移行済みイメー
ジを受信しています。ゾーンは、移行が完了すると実行されま
す。

追加情報については、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』および solaris-
kz(5) のマニュアルページを参照してください。

ゾーンの状態およびゾーンコマンド

ゾーンの状態によって、ゾーンで使用できる zonecfg、zoneadm、および zlogin コ
マンドが決まります。

表 3 ゾーンの状態に影響を与えるコマンド

ゾーンの現在の状態 適用できるコマンド

構成済み zonecfg -z zonename verify

zonecfg -z zonename commit

zonecfg -z zonename delete

zoneadm -z zonename attach

zoneadm -z zonename verify

zoneadm -z zonename install
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ゾーンの現在の状態 適用できるコマンド
zoneadm -z zonename clone

zoneadm -z zonename mark incomplete

zoneadm -z zonename mark unavailable

zonecfg コマンドを使用すると、構成済み状態のゾーンの名前を変更
できます。zoneadm コマンドを使用すると、構成済み状態またはインス
トール済み状態の Oracle Solaris ゾーンまたは Oracle Solaris 10 ゾーンの名
前を変更できます。

不完全 zoneadm -z zonename uninstall

使用不可 zoneadm -z zonename uninstall は、指定されたシステムからゾーンをア
ンインストールします。

zoneadm -z zonename attach を実行すると、使用不可状態のゾーンがイ
ンストール済み状態に移行されます。attach サブコマンドがそのような
移行を実行できない場合、ゾーンは unavailable 状態のままになります。

zonecfg -z zonename は、zonepath、およびインストール済み状態のと
きに変更できないその他のプロパティーまたはリソースを変更するため
に使用できます。

インストール済み zoneadm -z zonename ready (オプション)

zoneadm -z zonename boot

zoneadm -z zonename uninstall は、指定されたゾーンの構成をシステム
からアンインストールします。

zoneadm -z zonename move path

zoneadm -z zonename detach

zonecfg -z zonename を使用すると、プロパティー
attr、bootargs、capped-memory、dataset、capped-
cpu、dedicated-cpu、device、fs、ip-
type、limitpriv、net、rctl、または scheduling-class を追加また
は削除できます。ゾーンの名前を変更することもできます。

zoneadm コマンドを使用すると、構成済み状態またはインストール済み
状態の Oracle Solaris ゾーンまたは Oracle Solaris 10 ゾーンの名前を変更で
きます。

zoneadm -z zonename mark incomplete

zoneadm -z zonename mark unavailable

準備完了 zoneadm -z zonename boot

zoneadm halt とシステムリブートを実行すると、準備完了状態のゾーン
がインストール済み状態に戻ります。

zonecfg -z zonename を使用すると、プロパティーの
attr、bootargs、capped-memory、dataset、capped-
cpu、dedicated-cpu、device、fs、ip-
type、limitpriv、net、rctl、または scheduling-class を追加また
は削除できます。
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ゾーンの現在の状態 適用できるコマンド

稼働 zlogin options zonename

zoneadm -z zonename reboot

zoneadm -zzonename halt を実行すると、準備完了状態のゾーンがインス
トール済み状態に戻ります。

zoneadm halt とシステムのリブートを実行すると、稼働状態のゾーンが
インストール済み状態に戻ります。

zoneadm - z shutdown は、ゾーンを完全に停止処理します。

zonecfg -z zonename を使用すると、プロパティーの
attr、bootargs、capped-memory、dataset、capped-
cpu、dedicated-cpu、device、fs、ip-
type、limitpriv、anet、net、rctl、または scheduling-class を追
加または削除できます。設定する場合、zonepath リソースは変更できま
せん。

非大域ゾーンの隔離

ゾーンを使用すると、必要に応じてほぼどのような単位にも細かく隔離できます。専
用の CPU、物理デバイス、物理メモリーの一部分などをゾーンに割り当てる必要はあ
りません。このようなリソースは、1 つのドメインまたはシステムで実行される複数
のゾーンに渡って多重化するか、オペレーティングシステムに用意されているリソー
ス管理機能を使ってゾーンごとに割り当てることができます。

ゾーンごとにカスタマイズされたサービスを提供できます。基本的なプロセス隔離を
強化するために、同じゾーン内のプロセスのみ互いに認識したりシグナルを送信し
たりできます。ゾーン間で基本的な通信を行うには、各ゾーンに IP 接続機能を持た
せます。あるゾーンで実行中のアプリケーションが、別のゾーンのネットワークトラ
フィックを監視することはできません。それぞれのパケットストリームが同じ物理イ
ンタフェースを通過する場合でも、この隔離は維持されます。

各ゾーンには、ファイルシステム階層の一部分が割り当てられます。各ゾーンは、
ファイルシステム階層で割り当てられた部分ツリーに限定されます。したがって、特
定のゾーンで実行されている作業負荷は、別のゾーンで実行されているほかの作業負
荷のディスク上のデータにアクセスすることはできません。

ネームサービスで使用されるファイルは、ゾーン独自のルートファイルシステムの
ビュー内に置かれます。したがって、異なるゾーンのネームサービスは互いに隔離さ
れ、サービスごとに異なる構成を使用できます。
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ゾーン管理の概要

非大域ゾーンでのリソース管理
リソース管理機能を使用する場合は、リソース管理制御の境界とゾーンの境界をそろ
える必要があります。このように境界をそろえることで、名前空間のアクセス、セ
キュリティー隔離、およびリソースの使用状況をすべて制御できる、より完成された
仮想マシンのモデルを作成できます。

ゾーンで各種のリソース管理機能を使用するための特殊要件については、このドキュ
メントでこれらの機能に関連する各章を参照してください。

ゾーン関連の SMF サービス
大域ゾーン内のゾーン関連の SMF (Service Management Facility) サービスには、次のよ
うなものがあります。

svc:/system/zones:default

autoboot=true である各ゾーンを起動します。

svc:/system/zones-install:default

必要に応じて、初回ブート時にゾーンのインストールを行います。

svc:/application/pkg/zones-proxyd:default

パッケージシステムがゾーンに対してシステムリポジトリへのアクセスを提供す
るために使用します。

svc:/application/pkg/system-repository:default

ゾーンのインストールやその他の pkg 操作中に使用される pkg データとメタデー
タをキャッシュするキャッシュプロキシサーバー。pkg(1) および pkg(5) のマニュ
アルページを参照してください。

svc:/system/zones-monitoring:default

zonestatd を制御します。

svc:/application/pkg/zones-proxy-client:default ゾーンプロキシクライアン
ト SMF サービスは、非大域ゾーンでのみ実行されます。このサービスは、パッケージ
システムがゾーンに対してシステムリポジトリへのアクセスを提供するために使用し
ます。

非大域ゾーンのモニタリング
現在実行中のゾーンの CPU、メモリー、およびリソース制御の使用率について報告す
る場合は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 「非大域ゾーンでの zonestat ユー
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不変ゾーン

ティリティーの使用」を参照してください。zonestat ユーティリティーは、排他的
IP ゾーン内のネットワーク帯域幅の使用効率についても報告を生成します。排他的 IP
ゾーンには、独自の IP に関連付けられた状態と 1 つ以上の専用のデータリンクが保持
されます。

fsstat ユーティリティーを使用して、非大域ゾーンのファイル操作の統計情報を報
告できます。fsstat(1M) のマニュアルページおよび『Oracle Solaris ゾーンの作成と使
用』 の 「fsstat ユーティリティーを使用した非大域ゾーンのモニタリング」を参照し
てください。

不変ゾーン

不変ゾーンは、読み取り専用ルートを持つ solaris ゾーンです。大域ゾーンと非大域
ゾーンの両方を不変ゾーンにできます。読み取り専用ゾーンは、file-mac-profile
プロパティーを設定することによって構成できます。複数の構成が利用できます。読
み取り専用ゾーンルートは、安全な実行時の境界を拡張します。

Oracle Solaris 不変大域ゾーンは、不変ゾーン機能を大域ゾーンに拡張しました。不変
ゾーンと不変カーネルゾーンでは、トラステッドパスログインは、zlogin コマンド
zlogin(1) を使用して呼び出すことができます。

zonecfg add dataset を使用して追加のデータセットが指定されたゾーンは、それら
のデータセットに対する完全な制御権を引き続き持ちます。ファイルシステムが読み
取り専用に設定されていないかぎり、zonecfg add fs を使用して追加のファイルシス
テムが指定されたゾーンは、それらのファイルシステムに対する完全な制御権を引き
続き持ちます。

詳細は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 11 章, 「不変ゾーンの構成と管
理」を参照してください。

ライブゾーン再構成

ライブ構成情報を報告したり、リブートせずに実行中のゾーンを再構成したりするに
は、ライブゾーン再構成を使用します。変更は、一時的または永続的に行うことがで
きます。

詳細は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 6 章, 「ライブゾーン再構成」を
参照してください。
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ゾーンの変換について

ゾーンの変換について

ゾーンの変換は、次のプロセスで使用されます。

■ 大域ゾーンから非大域ゾーンへの変換 (物理から仮想 (P2V) への変換とも呼ばれま
す)

■ 非大域ゾーンから大域ゾーンへの変換
■ アーカイブを使用した、アップグレードされたシステムにおける Oracle Solaris 10

native ゾーンの solaris10 ブランドゾーンへの変換

Oracle Solaris 11 では、アーカイブを使用したゾーンの変換は、ゾーンの移行戦略の一
部にできます。移行では、アーカイブを使用したデータ転送が必要になることがあり
ます。

ゾーンの移行について

ゾーンの移行によって、既存のゾーンまたは大域ゾーンが別のシステム上のゾーンに
転送されます。ゾーンの移行には、ライブ移行、ウォーム移行、およびコールド移行
の 3 種類があります。

ライブ移行とウォーム移行はカーネルゾーンでのみサポートされます。ネイティブな
非大域ゾーンは、大域ゾーンのカーネルを使用し、そのソフトウェアパッケージは大
域ゾーンのソフトウェアパッケージにリンクされているため、最初にシャットダウン
しないかぎり、別の大域ゾーンには移行できません。

solaris-kz のみ: ライブ移行について

カーネルゾーンのライブ移行では、移行されたゾーンのメモリー状態が、移行された
ゲストにコピーされます。ライブゾーン移行には、ほとんどのアプリケーションまた
はエンドユーザーが気づかない短い停止時間があります。サービスのロードバランシ
ングを行うために、カーネルゾーンのライブ移行を使用することもできます。

停止時間を最小限に抑えて、アプリケーションを実行状態のままにする必要がある状
況では、ライブ移行が推奨されます。移行プロセスでは、高い作業負荷に悪影響を
与える可能性があるパフォーマンスの影響が発生することがあります。このような場
合、停止時間中にウォーム移行またはコールド移行を使用してください。

オフピーク時のライブ移行もオプションです。アプリケーションを休止して、十分な
ネットワーク帯域幅を確保して実行するライブ移行は、ウォーム移行より迅速な可能
性があります。
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このリリースの Oracle Solaris ゾーンについて

ライブ移行の詳細は、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』 の 「ライブ移行
を使用したカーネルゾーンの移行」を参照してください。

solaris-kz のみ: ウォーム移行について

カーネルゾーンのウォーム移行では、移行されたゾーンのメモリー状態がディスクに
書き込まれます。ゾーンは、ソースホストから宛先ホストに移動されて、再起動さ
れます。このゾーン移行の種類は、一時停止および再開を使用した移行とも呼ばれま
す。

ライブ移行が適切ではないアプリケーションでは、ウォーム移行を使用してくださ
い。ウォーム移行では、カーネルゾーンの実行中にシステムを完全にリブートしてア
プリケーションを再起動する必要はありません。ウォーム移行中にゾーンへのネット
ワーク接続はすべて失われますが、停止時間は数秒または数分に短縮されます。

一部のデータベースアプリケーションでは、システムのリブート後にウォームアップ
に数時間かかることがあります。ウォーム移行により、データベースの実行中状態が
取得され、停止時間が大幅に短縮されます。

詳細は、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』 の 「ウォーム移行を使用した
カーネルゾーンの移行」を参照してください。

コールド移行について

すべてのゾーンブランドでコールド移行がサポートされます。

コールド移行では、ゾーンはソースホストでシャットダウンされて、ターゲットホス
トでリブートされます。時間が重要なサービスを提供するアプリケーションまたは
メモリーフットプリントが大きいアプリケーションには、コールド移行を使用してく
ださい。既存のゾーンまたはシステムを転送する場合は、コールド移行が推奨されま
す。

詳細は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 第 7 章, 「Oracle Solaris ゾーンの移
行および変換」を参照してください。

このリリースの Oracle Solaris ゾーンについて

このセクションでは、Oracle Solaris カーネルゾーンを含む、このリリースの Oracle
Solaris ゾーン機能の変更点を示します。
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このリリースの Oracle Solaris ゾーンについて

このリリースのデフォルトの非大域ゾーンは solaris です。これについては、このガ
イドおよび solaris(5) のマニュアルページで説明されています。

Oracle Solaris リリースと物理マシンのアーキテクチャーを確認するには、次を入力し
ます。
# uname -r -m

virtinfo(1M) のマニュアルページで説明されている virtinfo コマンドは、次の情報
を取得するために使用します。

■ Oracle Solaris 仮想化テクノロジのシステムサポートを決定します
■ Oracle VM Server for SPARC など、Oracle Solaris が実行されている仮想環境のタイ

プを検出します

solaris ゾーンは、20 ページの「ブランドゾーンフレームワークについて」およ
び brands(5) のマニュアルページで説明されているブランドゾーンフレームワークを
使用して、大域ゾーンにインストールされているものと同じソフトウェアがインス
トールされたゾーンを実行します。solaris ブランド非大域ゾーンを使用していると
きは、システムソフトウェアは大域ゾーンとの間で同期が常に取れている必要があり
ます。ゾーン内のシステムソフトウェアパッケージは、イメージパッケージングシス
テム (IPS) を使用して管理されます。IPS は Oracle Solaris 11 リリース上のパッケージ
ングシステムで、solaris ゾーンはこのモデルを使用します。

Oracle Solaris 11 Express リリース上に作成されるデフォルトの ipkg ゾーン
は、solaris ゾーンにマップされます。35 ページの「ipkg ゾーンの solaris
ゾーンへの変換について」を参照してください。

自動インストール (AI) のマニフェスト内に指定された各非大域ゾーンは、クライア
ントのインストールの一部としてインストールおよび構成されます。非大域ゾーン
は、大域ゾーンのインストール後の初回リブート時にインストールされ、構成され
ます。システムの最初のブート時に、ゾーンの自己アセンブリ SMF サービスの svc:
/system/zones-install:default は、大域ゾーンの AI マニフェスト内で定義され
た各非大域ゾーンを構成およびインストールします。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ソ
フトウェアの追加と更新』を参照してください。また、インストール済みの Oracle
Solaris システムでゾーンを手動で構成およびインストールすることも可能です。

パッケージ更新の場合は、--proxy オプションを使用してイメージに永続的なプロキ
シを設定するようにしてください。永続的なイメージプロキシ構成を使用しない場合
は、http_proxy および https_proxy 環境変数を設定できます。

ゾーンは、順次ではなく並列的に更新されるように構成できます。並列更新により、
システム上のすべてのゾーンを更新するのに必要な時間が大幅に短縮されます。

ゾーンは、デフォルトでは排他的 IP タイプで作成されます。ネットワーク接続構成が
指定されない場合、VNIC は anet リソースによってゾーン構成内に自動的に含まれま
す。詳細は、『Oracle Solaris ゾーン構成リソース』 の 「ゾーンネットワークインタ
フェース」を参照してください。
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このリリースの Oracle Solaris ゾーンについて

ゾーンの mac-address を取得するために使用される auto-mac-address について
は、『Oracle Solaris ゾーン構成リソース』 の 「リソースタイプのプロパティー」のエ
ントリ anet を参照してください。

共有ストレージ上の solaris ゾーンには、zonecfg rootzpool リソースがあります。
ゾーンは専用の zpool にカプセル化されます。共有ストレージ上のゾーンは、ゾーン
用の共有ストレージリソースにアクセスし、それらを管理します。カーネルゾーンに
は、zpool または rootzpool リソースはありません。solaris ブランドゾーンは、
ゾーン device リソース、zpool リソース、および rootzpool リソースに次の共有ス
トレージを使用できます。

■ iSCSI
■ FC LUN
■ DAS

zonecfg anet リソースでは、IP over InfiniBand (IPoIB) データリンクを指定するために
使用されるプロパティーが使用可能です。IPoIB は、solaris と solaris10 の両方の
ブランドゾーンでサポートされています。

RDS (Reliable Datagram Sockets) IPC プロトコルは、排他的 IP 非大域ゾーンと共有 IP
非大域ゾーンの両方でサポートされています。

fsstat ユーティリティーは、ゾーンをサポートするように拡張されました。fsstat
ユーティリティーは、ゾーン別および集計の統計情報を提供します。

『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』 の 「ゾーンでの NFS サーバーの実行」のセク
ションで説明されているように、solaris ゾーンは NFS サーバーにできます。

試行 (「ドライラン」とも呼ばれる) の zoneadm attach -n は、zonecfg の検証を提供
しますが、パッケージ内容の検証は実行しません。

ファイルを引数に取る zoneadm のすべてのオプションには、絶対パスが必要です。

Oracle Solaris 10 ゾーンは、Oracle Solaris 11 上に Oracle Solaris 10 環境を提供します。
Oracle Solaris 11 システム上の solaris10 ゾーンに Oracle Solaris 10 システムまたは
ゾーンを移行できます。『Oracle Solaris 10 ゾーンの作成と使用』を参照してくださ
い。

zonep2vchk ツールは、Oracle Solaris 11 システムまたは Oracle Solaris 10 システムの
Oracle Solaris 11 リリースを実行しているシステム上のゾーンへの移行に影響を与え
る可能性のある、ネットワークの問題を含む問題を特定します。zonep2vchk ツール
は、移行が始まる前にソースシステム上で実行されます。このツールは、ターゲット
システム上で使用するためのzonecfg スクリプトも出力します。このスクリプトは、
ソースシステムの構成と一致するゾーンを作成します。詳細は、『Oracle Solaris ゾー
ンの作成と使用』 の 第 7 章, 「Oracle Solaris ゾーンの移行および変換」を参照してく
ださい。
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このリリースの Oracle Solaris ゾーンについて

Oracle Solaris 11 リリース上の solaris ゾーンと Oracle Solaris 10 リリース上の native
ゾーンとの間の次の相違に留意してください。

■ Oracle Solaris 11 システムでは、Oracle Solaris 10 システム上のデフォルトである
native ブランドではなく、solaris ブランドが作成されます。

■ solaris ゾーンは、完全ルートタイプのみです。
Oracle Solaris 10 上で使用できるネイティブゾーンの疎ルートタイプは、SVR4 パッ
ケージ管理システムを使用し、IPS はこのシステムを使用しません。疎ルートタイ
プと同様の読み取り専用ルートゾーン構成を使用できます。

■ このリリースのゾーンには、これらの領域での Oracle Solaris 10 リリースとは異な
る、次のソフトウェア管理関連の機能があります。
■ IPS パッケージと SVR4 パッケージ。
■ インストール、切り離し、接続、および Physical-To-Virtual 機能。
■ 非大域ゾーンルートが ZFS™ データセットである。

大域ゾーンにインストールされたパッケージは、現在および将来のすべての
ゾーンにインストールされなくなります。一般的に、IPS パッケージと SVR4
パッケージの両方において、大域ゾーンのパッケージ内容は、各ゾーンのパッ
ケージ内容に影響しません。

■ 非大域ゾーンはブート環境を使用します。ゾーンは、ZFS ブート環境 (BE) を管理
するためのユーザーインタフェースコマンドである beadm と統合されています。
beadm コマンドは、大域ゾーン内と同様に、pkg update 用にゾーンの内部でサポー
トされます。beadm コマンドは、ゾーンに関連付けられている、アクティブでない
ゾーン BE を削除できます。beadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

■ 有効になっているすべての IPS パッケージリポジトリが、ゾーンのインストール中
にアクセス可能である必要があります。詳細は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使
用』 の 「構成済みのゾーンをインストールする方法」を参照してください。

■ ゾーンソフトウェアは、最初は最小限に抑えられています。ゾーンが必要とするそ
の他のパッケージは、追加する必要があります。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 ソフ
トウェアの追加と更新』を参照してください。

ゾーンでは、次のような Oracle Solaris の各製品と機能を使用できます。

■ Oracle Solaris ZFS 暗号化
■ ネットワーク仮想化および QoS
■ CIFS と NFS

solaris ブランドゾーンでは、次の機能を構成できません。

■ 共有 IP ゾーンでの DHCP アドレスの割り当て
■ ndmpd
■ SMB サーバー
■ SSL プロキシサーバー
■ FC サービス
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■ FCoE サービス
■ iSCSI サービス
■ zpool コマンドによる ZFS プール管理は使用できません

solaris-kz ブランドゾーンでは、次の機能を構成できません。

■ FC サービス
■ FCoE サービス

このリリースでのゾーンのサポート

単一ホストの大域ゾーン内で実行されている非大域の solaris および solaris10 ブ
ランドゾーンは、Oracle Solaris 11.3 リリースのサポート対象プラットフォームとして
定義されているすべてのアーキテクチャーでサポートされます。Oracle Solaris ハード
ウェア互換リスト (HCL) を参照してください。

Oracle Solaris カーネルゾーンの物理マシンサポートとシステム要件について
は、『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』 の 「Oracle Solaris カーネルゾーン
のハードウェアおよびソフトウェア要件」を参照してください。

ipkg ゾーンの solaris ゾーンへの変換について

Oracle Solaris 11 Express リリースのお客様をサポートするために、ipkg ゾーンとし
て構成されたゾーンは solaris ゾーンに変換され、Oracle Solaris 11.3 に対する pkg
update または zoneadm attach の実行時に solaris として報告されます。ipkg の名
前がゾーンの構成時に使用された場合、その名前が solaris の名前にマップされま
す。Oracle Solaris 11 Express システムからエクスポートされた zonecfg ファイルのイ
ンポートがサポートされます。

zonecfg info や zoneadm list -v などのコマンドの出力には、Oracle Solaris 11.3 シス
テム上のデフォルトのネイティブゾーンに対して solaris というブランドが表示され
ます。

詳細情報

ゾーンに関する詳細情報については、次のドキュメントを参照してください。

『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』

システムでゾーンの作成を開始します。
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詳細情報

『Oracle Solaris カーネルゾーンの作成と使用』

カーネルゾーンおよびカーネルゾーンの移行について詳しく学習します。

『Oracle Solaris 10 ゾーンの作成と使用』

Oracle Solaris 10 を実行しているシステムを Oracle Solaris 11 システム上のゾーンに
変換します。

『Oracle Solaris ゾーン構成リソース』

ゾーン構成のリソースとプロパティーについて詳しく学習します。

『Trusted Extensions 構成と管理』 の 第 13 章, 「Trusted Extensions でのゾーンの管理」

Oracle Solaris Trusted Extensions システム上でのゾーンの使用について学習しま
す。
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ゾーン用語の用語集

アカウンティ
ングの拡張

Solaris オペレーティングシステムで、タスクまたはプロセスに基づくリソース消費量
を柔軟に記録できる方法。

移行 既存のゾーンまたは大域ゾーンを別のシステム上のゾーンに変換します。変換も参照
してください。

完全ルート
ゾーン

必要なすべてのシステムソフトウェアおよび追加パッケージがゾーン固有のファイル
システムにインストールされる非大域ゾーンのタイプ。

局所有効範囲 制御値を超えようとしているプロセスに対して行われる局所アクション。

区分化 定義済みの作業負荷に対してシステムリソースのサブセットを専用で割り当てるため
に使用されるソフトウェア技術。

公平配分スケ
ジューラ

公平さを基準に CPU 時間を割り当てるスケジューリングクラス (FSS とも呼ぶ)。配分
は、システムの CPU リソースのうちプロジェクトに割り当てる部分を定義します。

作業セットサ
イズ

作業セットのサイズ。作業セットとは、プロジェクトの作業負荷がその処理サイクル
中にアクティブに使用するページのことです。

作業負荷 アプリケーションまたはアプリケーショングループのプロセスすべての合計。

上限制御 システムリソース使用率を規制するプロセス。

常駐セットサ
イズ

常駐セットのサイズ。常駐セットとは、物理メモリーに常駐するページのことです。

スキャナ あまり使用されていないページを識別するカーネルスレッド。メモリーが少ない状況
では、スキャナは最近使用されていないページを再生します。

静的プール構
成

管理者が、リソースプール機能に関してシステムを構成する方法を表現したもの。

ゾーン管理者 ゾーン管理者の特権は、非大域ゾーンに対してのみ有効です。

大域管理者も参照してください。
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ゾーン状態

ゾーン状態 非大域ゾーンのステータス。ゾーンの状態は、構成済み、不完全、インストール済
み、準備完了、使用不可、稼働、または停止処理のいずれかになります。

大域管理者 root ユーザーまたは root 役割を持つ管理者大域ゾーンにログインすると、大域管理者
または適切な承認が付与されたユーザーは、システム全体をモニターしたり制御した
りできます。

ゾーン管理者も参照してください。

大域ゾーン すべての Oracle Solaris システムに含まれるゾーン。非大域ゾーンを使用しているとき
には、大域ゾーンはシステムのデフォルトゾーンであると同時に、システム規模の管
理制御に使用されるゾーンでもあります。

非大域ゾーンも参照してください。

大域有効範囲 システム上のすべてのリソース制御のリソース制御値に適用されるアクション。

タスク リソース管理において、長時間にわたる作業の集合を表すプロセスの集まり。各タス
クは 1 つのプロジェクトに関連付けられます。

データリンク OSI プロトコルスタックのレイヤー 2 インタフェース。システム内で STREAMS DLPI
(v2) インタフェースとして表されます。このインタフェースは、TCP/IP などのプロト
コルスタックで接続できます。Oracle Solaris 10 ゾーンでは、データリンクは物理イン
タフェース、アグリゲーション、または VLAN でタグ付けされたインタフェースで
す。データリンクは、物理インタフェースとして参照されることもあります (たとえ
ば、NIC または VNIC を指す場合)。

デフォルト
プール

プールが有効に設定される際にシステムにより作成されるプール。

リソースプールも参照してください。

デフォルトプ
ロセッサセッ
ト

プールが有効に設定される際にシステムにより作成されるプロセッサセット。

プロセッサセットも参照してください。

動的構成 ある時点における、指定されたシステムのリソースプールフレームワーク内部のリ
ソース配置に関する情報。

動的再構成 SPARC ベースのシステムで、システムの稼働中にハードウェアを再構成する機能。
DR とも呼ばれます。

ネームサービ
スデータベー
ス

このドキュメントの「プロジェクトとタスク (概要)」の章では、LDAP コンテナと
NIS マップの両方を指して使用されます。

ヒープ プロセス内で割り当てられたスクラッチメモリー。
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リソース管理

非大域ゾーン Oracle Solaris オペレーティングシステムの単一インスタンス内に作成された仮想オペ
レーティングシステム環境。Oracle Solaris ゾーンソフトウェア区分技術を使用して、
オペレーティングシステムサービスが仮想化されます。

非大域ゾーン
管理者

ゾーン管理者を参照してください。

プール リソースプールを参照してください。

プールデーモ
ン

リソースの動的割り当てが必要な場合にアクティブになる poold システムデーモン。

不変ゾーン 読み取り専用ルートを持つように構成されたゾーン。

ブランド BrandZ 機能のインスタンス。アプリケーションの実行に使用される、ネイティブでな
いオペレーティング環境が含まれている非大域ゾーンを提供します。

ブランドゾー
ン

ネイティブでないアプリケーションを非大域ゾーンで実行するための隔離された環
境。

プロジェクト ネットワーク全体の関連作業に対する管理識別子。

プロセッサ
セット

互いに素である CPU のグループ。各プロセッサセットには、0 以上のプロセッサを含
めることができます。プロセッサセットは、リソースプール構成内でリソース要素と
して表されます。これは pset とも呼ばれます。

素も参照してください。

変換 アーカイブを使用して、アップグレードされたホストで大域ゾーンを非大域ゾーン
に、非大域ゾーンを大域ゾーンに、Oracle Solaris 10 native ゾーンを solaris10 ブラ
ンドゾーンに変換します。移行も参照してください。

補助ゾーン状
態

Oracle Solaris カーネルゾーンの場合、ゾーンの状態に関する追加の状態情報をホスト
に伝えるために使用されます。ゾーン状態も参照してください。

メモリー上限
実行しきい値

リソース上限デーモンが上限を制限するときのシステム上における物理メモリーの使
用効率 (パーセンテージ)。

素 セットのメンバーが重複しないセットのタイプ。

ライブゾーン
再構成

ゾーンの実行中に、非大域ゾーンのライブ構成を再構成または報告します。

リソース アプリケーションの動作を変更する目的で操作されるコンピューティングシステムの
側面。

リソース管理 アプリケーションが利用可能なシステムリソースをどのように使用するかを制御する
機能。
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リソース上限デーモン

リソース上限
デーモン

リソース上限が定義されたプロジェクト内で動作するプロセスが消費する物理メモ
リーを規制するデーモン。

リソース消費
者

基本的には Solaris のプロセス。プロジェクトやタスクなどのプロセスモデルエンティ
ティーにより、集計済みのリソース消費に関して考察できます。

リソース制御 プロセスごと、タスクごと、またはプロジェクトごとのリソース消費量に対する制
限。

リソースセッ
ト

プロセスをバインド可能なリソース。たいていの場合、カーネルサブシステムにより
構築され、ある種の区分化を提供するオブジェクトを指して使用されます。リソース
セットの例には、スケジューリングクラスやプロセッサセットが含まれます。

リソースパー
ティション

リソースの排他的な一部。リソースのパーティションすべての合計は、実行中の単一
の Solaris インスタンスで利用可能なリソースの総量を表します。

リソースプー
ル

システムリソースを区分するための構成メカニズム。リソースプールは、区分化可能
なリソースグループ間の関係を表します。

ロックされた
メモリー

ページング不可能なメモリー。

cap システムリソース使用率に対する規制。

CMT リソー
ス

CPUS、コア、およびソケット。

CPU ゾーンのコンテキストでは、ハードウェアスレッドを指します。

FSS 公平配分スケジューラを参照してください。

Oracle Solaris
10 ゾーン

Oracle Solaris 11 リリースを実行しているシステムの solaris10 ブランドゾーンで実
行される Solaris 10 アプリケーション用の完全な実行時環境を提供するソフトウェア
パーティション技術。

Oracle Solaris
カーネルゾー
ン

ゾーン内の完全なカーネルおよびユーザー環境を提供し、さらにホストとゾーンの間
のカーネルの分離を強化するソフトウェアパーティション技術。

Oracle Solaris
ゾーン

オペレーティングシステムサービスを仮想化し、アプリケーションを実行するための
分離およびセキュリティー保護された環境を提供するソフトウェア区分技術。

RSS 常駐セットサイズを参照してください。

WSS 作業セットサイズを参照してください。
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